
楽しく学ぼう
ドローン親子体験教室

世代間交流事業
繭玉づくり

第2回
新春書初め大会

今や災害・農業・運輸など、さなざまな分野で活用
されているドローンは、とても興味があります
ね。親子体験教室が午前・午後の2回に分けて行
われ16名の親子が参加しました。会場は四十万
小学校体育館です。業者の方から、しくみ等を学
んだ後、親子で2種のゲームをしました。魚つり

ゲームと半円型のフレームを連
続して通り抜けるゲームで
す。親子の合計点を競い、
午前の部は源田親子が、
午後の部は大和親子が
優勝しました。

池田 芽生 藤森 雫江川 斗真小林 愛河野 興資西川 ひかり江川 碧夏

河野 遼資 江川 明咲湯口 峻藤森 日向西田 柑那上野 桜夕清水 純寧

四
十
万
公
民
館・額
公
民
館 

主
催

二
十
歳
の
つ
ど
い

日
程
／
令
和
5
年
1
月
9
日（
月・祝
）

会
場
／
金
沢
国
際
ホ
テ
ル

令
和
四
年
、成
人
の
年
齢
が
十
八
歳

に
変
更
に
な
っ
た
た
め
、「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」名
称
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
バ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェロ
に
よ
る

セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

北
野
俊
一
四
十
万
公
民
館
長
が
式

辞
を
述
べ
、二
十
歳
の
つ
ど
い
代
表
の

大
塚
詩
織
さ
ん
が
市
民
憲
章
を
唱

和
し
、金
沢
市
と
公
民
館
か
ら
の

記
念
品
を
原
彩
優
子
さ
ん
、吉
河

清
美
さ
ん
、室
井
香
凜
さ
ん
が
受
け

取
り
ま
し
た
。続
い
て
、来
賓
の

方
々
よ
り
祝
辞・励
ま
し
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、「
交
通

安
全
及
び
明

る
い
選
挙
推

進
の
決
議
」

を
山
岸
三
志
郎

さ
ん
が
、「
誓
い
の
こ
と

ば
」を
小
原
虎
丸
さ
ん
が
つ
ど
い
代

表
者
と
し
て
力
強
く
述
べ
ら
れ
た
。

今年度後半より、新型コロナ
ウイルス感染者数が収束に向

かいつつあり、4号では、たくさん記事にする事
ができました。来年度より、活動制限が緩和され
ると見込まれますので、年3回の発行をめざして
頑張ります。 広報視聴覚部一同

〒921-8135 金沢市四十万3丁目90番地
076-298-1233
9：00～17：00
土・日・祝祭日、12月29日～1月3日
※上記の他、館長が定める休館日

住 所
F A X
開館時間
休 館 日

https://shijima-k. jp
info@shijima-k.jp

TEL.076-298-1234
金沢市四十万公民館

詳細や最新情報はこちらからチェック！！

お問合せ
あとがき

4Vol.
2023.3

8月20日（土）

令和5年 1月15日（日）

12月18日（日）

金 

賞

銀 

賞

年の瀬の日曜日19名
の親子、おばあちゃん

と孫が参加しました。四十万校下町会連合会長
中村孝さんの指導で、柳に紅白の餅を飾り付けま

した。四十万地区で調達した竹の花器
に、竹や南天などと共に生け、
正月飾りが出来ました。

三学期最初の日曜日。25名の小中学生
が参加しました。四十万小学校脇田校
長先生が「練習の成果を発揮して下さ

い。」とエールを送りました。
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令和5年 2月25日（土）

「
親
切
力
で
奏
で
る
金
沢

市
政
」と
題
し
て
、村
山

卓
金
沢
市
長
が
講
演
し

ま
し
た
。市
民
の
く
ら
し

を
守
り
、世
界
に
誇
る
文

化
都
市
金
沢
の
実
現
に

向
け
て
の
構
想
を
熱
く

語
り
ま
し
た
。

ま
た
、2
月
19
日（
日
）

「
第
60
回
金
沢
市
公
民
館

大
会
」
に
於
い

て
、「
永
年
勤
続

役
職
員
10
年
表

彰
」
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
北

野
公
民
館
長
か

ら
表
彰
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

令和4年度 四十万公民館 役職員・公民館委員
研修（講演）会及び慰労会

令和5年 2月1日（水）

立志式

◆◆◆
鈴
田 

利
晴

東
元 

秀
明

川
尻 

陽
介

12月4日（日）

第14回市民
ソフトバレーボール大会
30歳の部／第3位 ・ 40歳の部／第3位

ご成人おめでとうございます

額
校
区
少
年
連
盟
主
催
の
立

志
式
が
額
中
学
校
体
育
館
に

於
い
て
、中
学
2
年
生
1
6
2

名
が
参
列
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。市
民
憲
章
を
新
田
ち
せ
さ

ん
、林
腰
芳
慶
さ
ん
と
共
に
斉

唱
し
、額
・
扇
台
・
四
十
万
の
三

公
民
館
か
ら
、お
祝
い
の
記
念
品
が
代

表・小
堺
陸
渡
さ
ん
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
三
校
下
の
公
民
館
長
、町
会
長

が
出
席
し
、「
考
え
る
力
を
身
に
つ
け

志
を
立
て
て
生
き
て
」と
、祝
い
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

杉
中
校
長
は「
あ
と

4
年
で
成
人
に
な
る
。

今
か
ら
大
人
に
な
る

準
備
を
す
る
よ
う

に
。」と
励
ま
し
、最

後
に
誓
い
の
言
葉
を

宮
丸
彩
羽
さ
ん
が
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。

～市民憲章～
大塚詩織

～市民憲章～
大塚詩織

～金沢市より記念品贈呈～
原彩優子

～金沢市より記念品贈呈～
原彩優子

～各公民館より記念品贈呈～
吉河清美、室井香凜

～各公民館より記念品贈呈～
吉河清美、室井香凜

北野館長の式辞北野館長の式辞

バイオリンとチェロによるオープニングセレモニーバイオリンとチェロによるオープニングセレモニー ～交通安全及び明るい選挙推進の決議～
山岸三志郎

～交通安全及び明るい選挙推進の決議～
山岸三志郎

～誓いのことば～
小原虎丸

～誓いのことば～
小原虎丸

四十万地区・56名出席／額地区・65名出席

ユー
チューブで配信！

表彰者



公民館長賞
「忘れないわ優しい笑顔」

林 可美

優秀賞
「芽吹きの春うらら」

一松 由美子

優秀賞
「木漏れ日の紫陽花ばたけ」

濱谷 真希子

10
月
23
日（
日
）

34

9月25日（日）

コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
、競
技
種

目
を
減
ら
し
ま
し
た
。半
日
開

催
と
な
り
、12
町
会
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。ス
マ
ホ
を

使
っ
た
ク
イ
ズ
の
成
績
も
加
点

さ
れ
ま
し
た
。

第2回 四十万公民館社会体育大会
優　

勝
準
優
勝

第
3
位

第
4
位

第
5
位

南
四
十
万
3
丁
目
町
会

四
十
万
3
丁
目
光
和
会

三
十
苅
町
会

 

三
十
苅
東
町
会

中
四
十
万
町
会

し
じ
ま
台
町
会

四
十
万
第
一
町
会

第
6
位

6月19日（日）

10
チ
ー
ム
が
参
加
。予
選
リ
ー

グ
を
勝
ち
抜
い
た
6
チ
ー
ム
で

決
勝
戦
が
行
わ
れ
、し
じ
ま
台

町
会
が
勝
利
し
ま
し
た
。

第2回 ソフトバレーボール大会
7月3日（日）

四
十
万
3
丁
目
光
和
会

四
十
万
北
新
町
会

三
十
苅
東
町
会

南
四
十
万
3
丁
目
町
会

四
十
万
第
一
町
会

し
じ
ま
台
町
会

02

2 20 0

2 20 0

しじま台町会
優 勝

文
化
祭

第
2
回

金
沢
市
立
四
十
万
小
学
校
40
周
年
記
念
共
催

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

ピ
ア
ニ
ス
ト

永
き
に
わ
た
り
、四

十
万
校
下
の
為
に

活
動
・
活
躍
さ
れ
た

方
、地
域
社
会
教

育
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
方
を
表
彰
。

吉
田
先
生
の
楽
し
い
指
揮
に
す

ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
加
わ
り
、

聴
衆
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

第
一
部  

式
典

功
労
者
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈 

な
ど

ピ
ア
ノ
演
奏

第
二
部  

記
念
演
奏
会

額
公
民
館

「
コ
ー
ラ
ス
白
も
く
れ
ん
」

第
二
会
場

◆◆◆
松
島 

麗 

（
小
3
）

越
田 

真
央 
（
小
3
）

野
澤 

明
日
美 （
小
1
）

新
城 

哲

卜
部 

文
夫

奥 

直
美

買
手
屋 

千
恵
子

加
原 

松
光

河
口 

信
子

北
上 

敦
子

北
川 

翠
湖

北
川 

雄
一

越
田 

喜
子

犀
川 

は
つ
江

竹
本 

満
利
子

中
野 

光

開 

忠
章

平
澤 

み
つ
ゑ

藤
沢 

由
子

前
川 

歩
花

宮
木 

宏

村
上 

瑠
菜

四
十
万
校
下

婦
人
会

出
品
者

出
品
者

大
西 

琉
望

大
西 

利
望

禾
几 

羽
華

上
野 

桜
夕

田
邊 

楓
馬

蔵
谷 

圭
佑

美
し
い
作
品
と
子
供
達
の
初
々
し
い
作
品

が
揃
い
ま
し
た
。

◆◆ 表
彰
状

◆◆◆
池
田 

典
子 
（　
　
　
　
　
　 
）

中
川 

美
和
子 （　
　
　
　
　
　 
）

萬
上 

直
樹 
（
公
民
館
委
員
）

杉
俣 

宝 

（
公
民
館
委
員
）

石
野 

久
恵 
（
公
民
館
委
員
）

◆◆◆
関
沢 

好
美 
（
婦
人
会
）

山
形 

道
子 
（
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
）

本
田 

幸
一 

（
防
犯
委
員
）

感
謝
状

四
十
万
中
央
公
園
・
模
擬
店

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み
の
模
擬
店
。

ぶ
ん
ご
や
か
な
ざ
わ
店
、た
こ
や

き
太
郎
光
が
丘
店
が
出
店
し
ま

し
た
。ま
た
、バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス「
ア
ッ
シ
ュ
」も
参
加
し
、ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
長
い
行
列
が
出
来

ま
し
た
。

あ
い
ぞ
め

学
級
生

四
十
万
小
学
校
の
児
童
3

人
が
ピ
ア
ノ
演
奏
を
し
ま
し

た
。公
民
館
の
文
化
祭
に
向

け
て
練
習
し
て
き
た
3
人

に
、弾
き
終
え
る
度
に
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

南部地区公民館
ソフトバレーボール大会

第3位／四十万公民館Aチーム

ま
ち
ぐ
る
み

福
祉
活
動
推
進
員

ま
ち
ぐ
る
み

福
祉
活
動
推
進
員

受賞者の皆さん受賞者の皆さん

祝辞を述べる北野館長祝辞を述べる北野館長

額公民館「コーラス白もくれん」の皆さん額公民館「コーラス白もくれん」の皆さん

テイクアウトコーナーテイクアウトコーナー

箔貼り小物箔貼り小物

バルーンパフォーマンスコーナーバルーンパフォーマンスコーナー

第
2
回 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ
は

「
四
季
の
花
」

応
募
総
数
14
作
品
の

中
か
ら
、ご
来
館
の

皆
様
の
投
票
に
よ
っ

て
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決

定
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
度

の
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
テ
ー
マ

は
、「
空
」で

す
。
ご
応
募

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

作
品
展

文
化
祭

展
示
作
品

四
十
万
小
学
校
・
児
童
優
秀
作
品

しじま台町会チームしじま台町会チーム

グランプリ

中田 幸
「春うらら」

同時開催



学級生
49人

学級生
88人

●
箔
一
本
店

●　
　

 

ヤ
マ
ト
醤
油
味
噌

●
い
き
い
き
魚
市

新
築
オ
ー
プ
ン
し
た
一
乗
谷「
朝

倉
氏
遺
跡
博
物
館
」で
、い
に
し

え
の
歴
史
を
ガ
イ
ド
さ
ん
付
で

学
び
ま
し
た
。

「
ホ
テ
ル
フ
ジ

タ
福
井
」で

昼
食（
バ
イ

キ
ン
グ
）。

講
習
会

あ
い
ぞ
め
学
級

S
D
G
ｓ
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。年
齢
・
性
別
問
わ
ず
、

四
十
万
校
下
の
方
が
参
加
で
き
る
学
級
で
す
。

開
級
式
・
講
座

花
と
緑
の
寄
せ
植
え
教
室

開
級
式
に
あ
た
り
、中
田
明
秀

学
級
長
・
北
野
俊
一
館
長
が
38

名
の
学
級
生
を
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。続
い
て
、テ
ラ
セ
フ
ラ
ワ
ー
の

協
力
で
寄
せ
植
え
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。同
じ
教
材
を
使
っ

て
も
そ
れ
ぞ
れ

に
表
情
の
違
う

寄
せ
植
え
が
完

成
し
ま
し
た
。

和
【
な
ご
み
】
大
学

「
生
涯
学
習
」「
健
康
寿
命
維
持
」「
交
流
を
深
め
る
」の

3
つ
を
目
標
と
し
た
60
歳
以
上
の
高
齢
者
学
級
で
す
。

開
級
式
・
講
演

第
一
部
の
石
川
県
警
察
音
楽
隊

コ
ン
サ
ー
ト
は
、懐
か
し
い
曲
を

演
奏
。
加
山

雄
三
ヒ
ッ
ト
メ

ド
レ
ー
、ビ
ー

ト
ル
ズ
の
レ
ッ

ト
イ
ッ
ト
ビ
ー
、

坂
本
九
の
ジ
ャ

ズ
風
ス
キ
ヤ
キ
、

ま
つ
け
ん
サ
ン

男
性
17
人
、女
性
68
人
の
学
級

生
で
ス
タ
ー
ト
。講
演
は
、月
亭

八
方
六
番
弟
子
の
月
亭
方
気
氏

の
古
典
落
語
を
楽
し
み
ま
し
た
。

5
月
31
日（
火
）

厳
し
い
暑
さ
で
、迎
え
の
バ
ス
を

待
つ
ま
で
の
間
に
汗
が
背
中
を

流
れ
、や
っ
と
来
た
バ
ス
に
飛
び

乗
り
一
息
。さ
て
、会
場
に
、す
ぐ

に
ホ
テ
ル
の
方
が
椅
子
を
引
い

て
下
さ
り
席
に
着
き
ま
し
た
。

遠
い
昔
に
学
ん
だ
薄
れ
た
記
憶

を
呼
び
起
こ
し
な
が
ら
、説
明

す
る
谷
内
江
さ
ん
の
話
を
真
剣

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。き
っ
と

馴
れ
な
い
扱
い
に
緊
張
し
て
い

6
月
21
日（
火
）

7
月
22
日（
金
）

9
月
30
日（
金
）

12
月
18
日（
日
）

閉
級
式
・
日
帰
り
バ
ス
研
修

2
月
24
日（
金
）

日
帰
り
バ
ス
研
修

《
金
石
方
面
》

手
作
り
教
室

高
齢
者
学
級

令
和
3
年
度
地
域
S
D
G
ｓ
学
級

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。料
理
が

運
ば
れ
る
度
に
説
明
を
受
け
、

段
々
と
扱
い
方
も
自
分
な
り
に

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、楽
し
く
味
わ

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
こ
れ

ど
う
し
て
頂
く
の
？
」と
思
わ

な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と
説
明
が
あ

り
、疑
問
に

は
す
ぐ
に
答

え
て
も
ら
い
、

自
然
に
コ
ー

ス
を
堪
能
す

る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

「
ト
リ
ュ
フ
と

茸
の
コ
ン
ソ
メ

パ
イ
に
閉
じ

込
め
て
」
に

は
少
々
手
こ

ず
り
、私
に

は
や
は
り
意

外
な
も
の
で

し
た
。元
気
を
も
ら
っ
て
帰
路
に

着
く
こ
と
が
出
来
感
謝
で
す
。

学
級
生
／
杉
本
由
紀
子

学
級
生
／
畔
柳
節
子

講
習
会

銀
行
と
は
じ
め
る
S
D
G
ｓ

新
し
い
お
金
の
支
払
い
方

北
國
銀
行
が
企
業
活
動
を
通

じ
て
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展

に
貢
献
す
る
事
を
目
指
す
取

り
組
み
を
伺
い
ま
し
た
。例
に

あ
げ
た
珠
洲
市
は
、65
歳
以
上

が
半
数
を
し
め
、銀
行
ま
で
が

遠
く
公
共
交
通
機
関
も
少
な

く
不
便
な
地
域
で
す
。そ
こ
で

V
ISA

の
タ
ッ
チ
決
済
の
人
口
当

た
り
件
数
が
日
本
一と
の
デ
ー
タ

を
示
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
先
ス
マ

ホ
を
使
い
こ
な
し
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を

す
る
自
分

達
を
想
像

で
き
ま
す

か
？

箔
一
本
店「
箔
巧
館
」で
箔
貼
り

体
験
を
し
ま
し
た
。説
明
を
聞

い
て
い
る
時
は「
簡
単
簡
単
」と

思
っ
て
い
た
の
に
、実
際
に
貼
っ
て

み
る
と
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、

悪
戦
苦
闘
。作
品
は
、文
化
祭

に
展
示
し
ま
し
た
。

繭
玉
作
り

正
月
飾
り
ア
レ
ン
ジ

学
級
生
29
人
が
参
加
し
、繭
玉

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

五
穀
豊
穣
を
願
い
柳
の
枝
に
紅

白
の
繭
玉
団
子
を
刺
し
、餅
花

を
作
り
ま
す
。四
十
万
の
竹
を

花
器
に
、

野
山
や
庭

か
ら
調
達

し
た
南
天
、

松
等
を
餅

花
と
共
に

生
け
、正

●
金
沢
建
築
館

●
国
立
工
芸
館

●D
E
S
T
IN
O

（
ラ
ン
チ
）

●
石
川
県
立
図
書
館

コース紹介閉
級
式
・
健
康
体
操

3
月
7
日（
火
）

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
出
島
雅
代
先
生

の
指
導
で
、楽
し
く
体
験
を
し

ま
し
た
。

石
川
県
警
察
音
楽
隊

コ
ン
サ
ー
ト
と
講
演

1
月
24
日（
火
）

令
和
5
年

令
和
5
年

令
和
5
年

〜 

県
民
と
警
察
の

　
　
　

音
の
架
け
橋 

〜

コース紹介秋
の
日
帰
り
バ
ス
研
修

《
福
井
方
面
》

《
金
沢
国
際
ホ
テ
ル
》

《
金
沢
国
際
ホ
テ
ル
》

●
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館

●
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

●
大
安
禅
寺

●
羽
二
重
餅
の
古
里

コース紹介 昼
食
は
ヤ
マ
ト
糀
パ
ー
ク
の「
発

酵
食
美
人
食
堂
」で
オ
リ
ジ
ナ

ル
ラ
ン
チ
を
頂
き
ま
し
た
。甘

酒
の
手
湯
体
験
を
し
、手
が
白

月
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。赤
い

南
天
の
実
が
た
く
さ
ん
付
い
て
、

キ
レ
イ
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会

〜
フ
レ
ン
チ
フ
ル
コ
ー
ス
〜

8
月
23
日（
火
）

10
月
28
日（
金
）

バ
等
。演
奏
者
の
笑
顔
を
間
近

に
見
な
が
ら
、生
で
聴
く
曲
が

新
鮮
で
心
躍
り
、楽
し
か
っ
た

で
す
。

第
二
部
は「
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
に
つ
い
て
」の
講
演
会
。「
自

分
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
人

も
、ど
う
し
て
騙
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
？
」「
家
電
の
あ

る
人
は
今
に
も
か
か
っ
て
き
ま

す
よ
。」「
警
察
も
銀
行
協
会

も
、電
話
で
お
金
の
話
は
絶
対

に
し
ま
せ
ん
。」と
、ご
注
意
下

さ
い
ま
し
た
。私
達
高
齢
者
を

守
っ
て
下
さ
る
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
て
、本
当
に
有
り
難

か
っ
た
で
す
。電
話
の
近
く
に

「
電
話
で
お
金
の
話
は
詐
欺
」

と
書
い
て
貼
っ
て
お
き
ま
す
。

福
井
藩
主
松
平
家
の
菩
提
所

大
安
禅
寺
を
参
拝
し
、副
住
職

の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
法
話
を

拝
聴
し
ま
し

た
。羽
二
重
餅

の
古
里
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

天
候
に
も
恵

ま
れ
、校
下
の

皆
さ
ん
と
の

親
睦
を
深
め

ら
れ
た
楽
し
い

一日
で
し
た
。

56

1

2

3

4

5

12

3

4

5

12

3

4

5

く
な
り
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。日
本
古

来
の
伝
統
調
味
料
、味
噌
醤
油

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。時

に
は
野
菜
等
た
く
さ
ん
入
っ
た

具
だ
く
さ

ん
の
味
噌

汁
で
、一
汁
一

菜
の
食
卓

に
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

2
0
1
9
年
7
月
に
谷
口
吉
生

氏
の
設
計
で
開
館
。建
築
文
化

の
発
信
を
目
的
と
し
た「
金
沢

建
築
館
」。主
に
海
外
の
作
家
の

作
品
が
鑑
賞
で
き
た「
国
立
工

芸
館
」。美

味
し
い
ラ
ン

チ
後
に
は
、

「
県
立
図

書
館
」。ど

れ
も
世
界

に
誇
れ
る

建
物
が
、金

沢
に
あ
る

幸
せ
を
感

じ
ま
す
。

（
金
沢
大
野
）


